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このたびは、コロナ石油ストーブをお買いあげ 
いただき、まことにありがとうございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになる方がい 
つでも見られる所に「保証書」と共に大切に保 
管してください。 
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使用禁止 
[_ 使用燃料：灯油 
KEROSENE ONLY 
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カーテン、可燃物近接禁止 


1.UIG 


カーテンや燃えやすいもの / L ； V > 

を近づけないでください。 」 J 

獄発生するぉそれがぁ 

司燃物との離隔距離につい^ I I 

ては、標準据付図 （ @22ページ)を参照し r ください。 


対流フアンガードを外しての運転禁止 （ FF -358 S のみ） 

対流フアンガードを外した状態で運転しますと、力ーテンなどを巻きこんで火災になるおそれがあります。 
また手などふれるとけがをするおそれがあります。 
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△注意 (CAUTION) 


△警告 (WARNING) 


カソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用 
しないでください。火災の原因になります。__ 

給排気筒トップ閉そく危険 A 

給排気筒トヅプの JD りが S でふ 

さがれたまま使用しなぃでくだ R M 。^ 

さい。ふさがれているときは、 =MjV ° 

除雪し r ください。 

また、板などによる「雪囲い』 U 

は給排気の妨げになるのでおやめください。関そくし r 
いると運転中に排ガスが室内に漏れて、危険です。_ 

温風吹出口をふさがない/〇 

衣類、紙などで■温風吹出□や空気 fun (\ 
取入口をふさがないでください 。 u y 
衣類、紙などでふさぐと、火災の J ^3 
原因になります。__ 

定期点検の実施 ハ 

定期的牌に1回程度)に爐•觀 si 

を受けてください。点検を受けすに 
長期間使用し続けると、故障や事故^ 
の原因になり危険です。 v 〇 

点検•整備はお買い雜の臓龄 i 1 
資格者のいる店に依頼してください。 


給排気筒トップには金網などは付けない 

給排気筒トップには、虫よけのため 
の金網などは付けないでください。 _这孩 IX) 

給排気の妨げになり、異常燃焼を 
起こし排ガスが室内に漏れる可能 /// 

性があり危険です。 


給排気筒（管•ホース）外れ危険 MT% 


0 

〇 


給排気筒（管 • ホース）が外れ ° 

たまま使用しないでください。 コ cij ] 

外れ r いると運転中に排ガスが . 

室内に漏れて、危険です。 

スプレー缶厳禁 

スプレー缶やカセツトこんろ用^ 

ボンベなどを温風のあたるとこ/ 
ろに放置しないでください。 

熱で缶の圧力;^上か°り、爆発して危険です。 

ご自身での据付け • 移設工事の厳禁 


お客様ご自身による工事は危険 
です0 

据付け工事は販売店や専門業者 
にご依頼ください。（ス I ブ 
を移設させる場合も同じです。） 


，れ危険 

けノ晨 成技鎌 ■ 

邑険です。 

I ：事の厳禁 jC \ 

麵 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ 


の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をし 
て•います。その表示と意味は次のようになっています。 
内容をよく理解してから本文をお読みください。_ 

.. この表示を無視して、誤った取り扱い 

/ T " をすると、人が死亡、重傷を負う可能 
r— I 性または火災の可能性が想定される内 
容を示しています。 

八蜷‘ -この表示を無視して、誤った取り扱い 
/■\ ミて■5=¢をすると、人が傷害を負ラ可能性や物 
/ ； \ 的) Jig のが想$されるを示、し 

€ 、 ています。 


A 

(§) 

C 


絵表示の例 

△記号は注意を促す内容があることを告げるものです。 
図の中に具体的な注悬内容 （ 左図の場合は一般的な注 
意）が描かれています。 

〇 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 
図の中や近傍に具体的な祭止内容（左図の場合はガソ 
リン蔡止）が描かれています。 

〇記号は行為を指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は一般的な行 
為の指示)が描かれ t います。 ,..;… 


特に注意していただきたいこと(安全のために必ずお守りください) 
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參小さいお孑様のいるご家庭では、特に注意して■ください。 


変質灯油禁止 

変質灯油（持ち越した灯油)、不純灯油（灯油以外 
の油•水，こ'みが'混入した灯油など）を使用しない 
でください。異常燃焼や故障のおそれがあります。 
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油漏れ確認 

油タンク • ゴム製送油管 • 
接合部および機器などから 
の灯油漏れがないことを 
確認の上ご使用ください。 
灯油が漏れていると火災の 
おそれがあります。 



指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないでください。けがや火災の原因になります。 
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[=] 


電源の接続 

籲電源は適正配線された車相10 0 V のコン fe ント t 
以外は使用しないでください。 

発熱 • 発火の原因になります。 

•電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使用 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 
発熱 • 発火の原因になります。 


灯油の保管 


❶ 


灯油は、火気、雨水、ごみ、高温および直射日光_ 
をさけた場所に保管し r ください。 

ガソリンなどといつしよに保管しないでください。 
誤って使用すると異常燃焼や火災のおそれがあります。 


据付け上の注意 A 

籲お客様ご自身による: W は纖です。 

据付け工事や移設工事は、必ずお買い求めの 
販売店に依頼してください。 

•ストーブおよび給排気筒の据付けについては火災予防 
条例、石油燃焼機器の設置基準による規制がありますの 
で、これに従って据付けてください。 

•ストーブ’の固定は、本体固定金具などで、確実に固定し 
てください。 


腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや花びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストープが変 
形することがあります。また、水が内部に入る 
と、感電、火災、故障の原因になります。 

給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップの近くに、 

灯油や可燃物など引火の 
おそれのあるものを置か 
ないでください。 

火災のおそれがあります。 
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電源プラグのお手入れをする A 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこり(および WV 
金属物)を除去してください。（ほこりか 4 たまる 
と湿気などで絶縁不良になり）火災の原因になります。 


長期間使用しないときは電源プラグを抜く 


長期間使闬しないときは、電源プラグを抜いて 
ください。 

火災や予想しない事故の原因になります。 




改造使用の禁止 


改造して使用しないでください。また、ス I ， 
プ'本体や給排気筒には床暖房用の熱交換器など 
を取り付けないでください。 

火災や排ガスが室内に漏れる原因となり危険です。 

電源ブラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンセントに根元まで 
確実に差しこんでください。（また、 

傷んだプラグやゆるんだコン iz ント 
は使用しないでください。） . 一- 

火災の原因になります。 广 

ぬれた手での抜き差しはしないでください。 

感電の原因になります。 
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❶ 


△ 注意 (CALmON) 


給排気筒の接続に関する注意 

給排気筒の接続は、正しい 111^1 

位置に接続してください。 

誤った接続をすると、異常 ^ 

燃焼や火災の原因になります。 / 


❶ 


温風Iし直接あた b ない 


俳気管 

hmd llg 


WW 温風に直接長時間あたらない 
でください。 

r ™ 低温やけどや脱水症状になる 

» おそれがあります。 



0 




異常時使用禁止 

万一異常を感じたときは、使用し 
ないでください。 

異常燃焼のおそれがあります。 
すみやかに運転キーを「停止」にし 
てください。 


0 - 


特にお子様やお年寄り、体の不自由な方；^使われるときは、 
周囲の人が十分注意してください。 

衣類などを乾燥した場合、素材によっては色あせすること 
があります。 
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給油時消火 

給油は、必ず消火し r か 
らおこなってください。 
こぼれた灯油はよくふき 
取ってください。 

火災のおそれがあります。 


高温部（やけど）に注意 

燃焼中や消火直後は、高温部（グリルの周辺 
など）、排気筒（煙突、排気筒トッブ、給排 
気筒トップ)に手などふれないでください。 
やけどのおそれがあります。 


マ給油は' 
.消火後!. 


〇 



A 


お願い (NOTICE) 


分解修理の禁止 _、 

故障 • 破損したら、使用し 
ないでください。 Q , 

不完全な修理は、危険です。 ^ 

お買い求めの販売店に修理 (rc 
を依頼してください。 ' ― ^ < 


廃棄するときの注意 

ストーブを廃棄処分するときは、定油面器の 
灯油を抜き取つてください。（@15ページ） 
灯油かフ V つたまま廃棄するとリサイクルの際 
に思わぬ事故になるおそれがあります。 





❶ 


灯油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店に 
ご相談ください。 



使用する場所 


安全に使用するために 


•マントルピースなどには据付けないでください。 


•標高が15001 T 1 を超える高地では使用しないでください。 
(空気の濃度が薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。） 
高地で使用する場合は調整が必要です。（詳しくは、工事 
説明書の r 高地で使用の場合じ をご覧ください。 ) 


•温室、飼育室、乾燥室などでは絶対に使用しないでくだ 
さ (A 


効果的に使用するために 


窓の下や壁面に 設置 

•外気に接する窓の下や壁面に置くと、冷気がストーブで 
暖められ、温風として対流しますので効果的です。 


温風の循環を妨げない 

•温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 

；：• 障害物か'あると、部屋の温度に-むらができるばかりでなぐ、' : 本体 
の温度が上昇して危険です。、 ドリ ' i . …：、：，’‘' ... 

•温風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 
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点検用ふた 


定油面器 1 J 1 Z ットポタン 






















































( T 外観図 ) < FF -358 S > 

csnf 表示部一一 


00 0 0 ®T 


苦 [5 *^^*^^** 

前パネルー 
温風吹出口 


とつて 


点検用ふた 


のぞき窓 


調節脚 


定油面器リ12ットボタン 


水平器 


W=il 


フィルタ固定ねじ 
-背面 カバー 


対流フアン ガード, 
(温風空気取入 □) 

本体固定金具一 


ルームサーモ センサ 


排気管抜け検知用リード線_ 


対流用送風機 


排気管取付口 


給排気筒 


給気管取付口 


オイルフイルタ 


電源コード 


一紹河ホース 
送油管取付口 


構造図 




— 過熱防止装置 
(安全サーモスタツト） 


遅延サーモスタツ 


プリント配線板 


のぞき窓 

燃焼用送風機 
(内部) 


点火トランス 

定油面器 
(電磁ポンプ） 


点火 ヒータ 
(内部) 


B 


対震自動消火装置 
(内部) 



































_ 使用前の準備 


燃料は必ず灯油 ( JIS 1 号灯油)を使用してください。 一 

•1 A 警告 1 ガソリンなどの揮発性の高い油は絶対に使用しないでください。 (§) 

火災の原因になります。 ^ 

鲁 「△注意1 変質灯油、不純灯油などは絶対に使用しないでください。 v.y 

• ZL 注意| 灯油は必す火気 • 雨水 • ごみ • 高温および直射日光をさけた場所に保管し £k 
てくださぃ。 v 

ガソリンなどといっしよに保管しないでください。誤って使用すると異常燃焼や火災のおそれガヾあります。 


変質灯油•不純灯油とは 



昨シーズンよ 
り持ち越しの 
灯油 


長期間日光に 
あたる所や温 
度の高い所に 
保管した灯油 


灯油はぬれた:まま ガソリンはすぐ乾く 



■変質灯油や不純灯油を使用すると、機器の故障の原因になります。 

•油の程度にもよりますが、燃焼不良をおこしたり、ストープの損傷を早め、故障の原因になります。 
•水やごみか>送油経路内に流れこみ、燃焼不良や着火不良の原因になります。 


E 


変質由や不糸®^由を使用したときは… 

_お買い求めの販売店または、お近くのコロナお客様ご相談窓□(こご連絡ください。 


參変質灯油、不純灯油が原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でも保証の対象外となります。 
_変質灯油の処理でお困りの場合は、灯油をお買い求めの販売店にご相談ください。 


給油 

給油の手順と注意 


籲 注意1 給油は必ず消火してからおこない、こぼれた灯油はよく 
ふきとってください。火災のおそれがあります。 

•送油バルブを閉じて給油□ふたを外し市販の給油ポンプで給油し 
てください。 

油量計の針が r 満』をさしたら給油をやめてください。 

給油後は、給油□にあるストレーナを取り出し r 、 水やごみが'た 
まっていたら掃除してください。 

•ストレーナを取り付けて、給油□ふたを必ずもとどおり締めてくだ 
さい。 

_給油の際は、氷*こ”みなどを入れないように注意してください。 

氷 • ごみなどは燃焼不良や、スト ーブの 寿命低下などの原因になります。 
籲給油□ふたは、確実に締めてくださいね 



給油ポンプ 


給油□ふた 

ストレーナ(内部） 

油量計 

送油バルブ 
水 ゲージ 
水抜きバルブ 


油タンク 















燃料切れの注意と空気抜きの方法 


>油タンクを空にしないように注意してください。 

油タンクを一旦空にしますと、送油経路内に空気がたまり、正常に送油できなくなることがあります。 
このような場合には次の順序で空気抜きをして■ください。 

1•油タンクに給油します。 f ハ j 

2. ストーブ背面のオイルフィルタに付いている空気抜き用の -{^/ 

ねじをゆるめてください。（灯油が床にこぼれないように布、 - 

容器などを用憲してください。） 

3. ゴム製送油管をよく振り、送油経路内の空気抜きを十分にお / f — 

こなつてください。 HI Ph ォィルフィルタ 

4. 空気が抜けてオイルフィルタの中に灯油が満たされたら、空 V -/ 

気抜き用のねじを締めてください。 

•油タンクは、空にしないように、早めに給油してください。 

•初めて運転するときも、同じ手順で送油経路内を渖で満たしてからおこなつてください。 


点火前の準備と確認 

定油面器のセツト. 


•初めて使用するときやシーズン初めに使用する場合、ストーブ'右側面 
の定油面器リセットボタンを押してください。 

•リセットボタンは、据え付け時や、シーズン初めに操作します。 

ストーブに強い衝撃を与えたりした場合もこの操作をおこなってくだ 
さい。 

•万一、点火操作後4〜5分しても着火しなかったり、着火後2〜3分 
で消火してしまラ場合も、リ乜ットボタンを押してください。 

灯油流入□のゴ厶幷の固着が外れて灯油がスムーズに流れます。 

•リセットボタンを押す際は、スペーサを外して押さないでください。 
また、 5 秒以上押し続けたり、何回も押し下げたりなど乱暴に取り 
扱わないでください。定油面器より油 Jtf あ/及れ出たり、異常燃焼の 
原因となる場合があります。 


リセツトポタン 



リ t ツトポタン 


スぺーサ 



送油経路の点検 


>| △注意|油タンク • ゴム製送油管 • 接合部および機器などから灯油漏れが 
ないことを確認してください。 

•油漏れのあるときは使用を中止し、油タンクの送油バルブを閉じてからお買い 
求めの販売店にご相談ください。 


電源の接続 


漏れ確認 



注意 I 電源プラグ•コードの発熱 • 発火を防ぐために ••• 

•電源プラグはコンセントに根元まで確実に差しこんでください。 . 

•電源は必ず適正配線された单相1 00 V のコン iz ントを使用してください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用*他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


ストーブ周囲の確認 


((( 

• ! △注意1力ーテンや燃えやすいものを近づけないでください。 

§| 

Jk 

火災が発生するおそれがあります。 




給排気筒接続部の確認 


籲 I △警告1 給排気筒(管•ホース）が外れたまま使用しないでください。外れていると運転中に排ガスが 
室内に漏れて、危険です。 





使用方法 


温風が出る前に運転キーを〔停止〕（ごしても約8分間は運転を継続しますが異常ではありません。 
これは燃焼室内の未燃ガスを完全に燃焼させるための安全運転です。 


• 油タンクの送油バルブ'を開いてください。 



送油パルプ 


2. 運転キーを押してください。 

•運転ランプの点灯と同時に、時計表示 
(未セ■ツトの場合は 一 ： p •- ) から、 
温度表示に切り変わります。 


〈運転ランプ点灯〉 


設定温度 室内温度 


」温度/時削_ ^イマ—運程_ . -し 、 

二 j ® @ h 


時分 


::籲着火後約 i : o 分間は、熱膨張の&め/熱交換器などが小さ贫造とが滅 d ま致が V . 異常で诚あのません。,： 1 ブ; 
:籲初使用時はス:トーブの耐熱塗料などが焼けて驊と(ごぉい_:るがあ! a ますに 
:，窓をあけて部屋の換気をしてください。 

•初め r ご使用になるときは、送油経路内の空気だまり（エア□'シク）により炎が立消えになることがありますが、； 
一旦消火して、冷えるのを待つ r からちラー度点火し r ください。 

•燃焼中に運転キーを押し r 「消火」にしたり、電源プラグを祓いた以おはようタイマーキーを押すなどして通電！ 
:..，を止めますと自動消火し、本体内部が冷却し r からでないと再点火でぎません。 

■外気温が低くなると、給排気筒トップから連続的に白煙が出るこ仁があり孝ずン 
:れは排ガス中に含まれている水分が凝結して水蒸気になる粑め•を異常燃焼による白煙 


室温の調節 


ストーブ運転中は、ルームサーモセンサにより設定温度に応じて自動的に火力が切り変わります c 

温度調節キー i_j fy を押して希望の設定温度に合わせ r ください。 

• g キ-を q 回押すと設定温度か”で下がります。 設定温度室 内温度 

• _キーを1回押すと設定温度が1 ° c 上がります。 I /」■ njM 

•日®キ-を押しつづけると、設定温度は連続して変わります。 l!=J=JBLlQM 


•停電があった場合でも1分間以内の停電であれば、再乜ツトする必要は 
ありません。 

•未セツトの場合、設定温度は自動的に 22° C にセツトされます。 

籲設定温度は、 12° C から 30° C までの範囲で t ツトできます。 


温度/時刻 



炎の状態 


炎の状態は青い炎の中に、いくらかの黄色い炎（赤火）が混じっていても異常ではありません。 


9 









最小火力でも室温が上昇する場合（気温の高いとき' 日あたりの良い部屋）は、エコモードをお選びく 


ださい。 

■エコモードの セツ ト 

エコキーを押してください。 

參ェコランプが点灯します。 


〈エコランプ点灯〉 


設定温度 室内温度 


WlffiilBIII II 

温度/時刻- タイ マ- 運転 

疏 ） Q IS 0 i +] @ ra 


■エコモー ドの解除 

もラー度、エコキーを押してください。 

•エコランプが消灯します。 


〈エコランプ消灯〉 


設定温度 室内温度 


温 度/時 刻 气 マ-運^_ 一. 

圈 ヒ j® 0 y iA^ 


■エコモードとは… 

癱最大火力を約30%おさえて運転します。 . ______ 

參設定温度が2〇。 C に設定されます。ただし、設定温度が2 0てよりも低い揚合は、そのままの設定;皿度にな 
ります。また、エコモードを乜ットした後でも、設定温度は変更できます。 „上け、 

參室温が設定温度より約3て上昇すると自動的に消火プ消火）し、 〈エコフン:^のみ点灯〉 

設定温度まで下がると自酬に再点火して、室温を調節します。 K 9 

12—ブ消火中は、エコランプのみ点灯し r います。 pu 

eco 


〈運転ランプ消灯〉 


運転キーを押してください。 

•運転ランブは消灯しますが' 本体内部が冷却するまで 
:燃焼用.対流用送風機は、運転を継続します。 

着デジタル表示部は温度表示から時刻表示に切り変わり 
ます。 

•約10分後に本体内部が冷却され、燃焼用 • 対流用送 
風機が自動的に停止します。 

_外出するときは、必ず消火してください。 — 

春消火操作後、温風が出ている間は、絶対に電源プラグを 
抜かないでください。もし抜きますと、のぞき窓かすす 
でくもったり、ストーブの表面温度か>上昇します。 

• I △注意1長期間使 m しない場合は、対流用送風機が 
停止してから、電源プラグをコンセントから抜いてくだ 


設定温度室内温度 


ヒ J l+l H ra 


消火すると…現在時刻を表示します, 


設定温度 室内温度 


111! H MTM 

一^ _与マ-運戶__ 

〔一1 | + | 雛う S やすみ 入/! 


燃焼中に誤って次のよろな操作をすると、再点火安全装置の働きで' 本体内部が冷却されるまで点火でき 
ませんので注意してください。 

•電源プラグを抜いた。 

像おはようタイマーキーを押した。 

•運転キーを押した。 

ただし、瞬間的な停電（約3秒以内）の場合は、そのまま燃焼を継続します。 


m 






タイマーの使用方法 

現在時刻合わせ 


♦表示切換キーを押して、時計合せランプを点灯 
させます。 

•現在時刻を t ットする前は、 

牛後12:00を表示します。 ( —— N 

ft 示 


時計合 
タイマ-合せ i 


タイマー時刻合わせ 


1.表示切換 キーを 押し て、タイマー 合せ ラ、ノブを 
点灯させます。 

•タイマー時刻を乜ットする 
前は、自動的に牛前5:00 
に12ットされています。 f 菱示） 


SI 


2. 時計調節キーの [+] を押して現在時刻 
をセツトし r ください。 

籲1回押すごとに P ) (時)は1時間、分) 
は1分進みます。 

押しつづけると表示は連続して進みます。 

鲁 (3 (時）キーで時刻合わせをしたときは 

牛前，牛後をまちカヾえないよ^に注意して 
ください。 


2. 時計調節 キーの g を押してタイマー 

点火時刻をセツトしてください。 

•1 回押すごとに[^](時）は1時間、田(分） 
は1分進みます。 I 

押しつづけると表示は連続し r 進みます。 

• 0(時）キーで時刻合わせをしたときは 

午前‘牛後をまちが'えないよろに注意して 
ください。 


.5 秒間操作がないとき、時刻表示部は自動的にもとの表示にもどります。 

Mg 以内の g 電であ办ば、再通電後も現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はありません。 
それ以上の停電で、時刻表示部がを表示したら時刻合わせをおこなってください。 

分以内の,停電であれ味;再通電後もタイマット時刻は記憶されています。 ； 

它ット時刻夸変更するとき以外はタイマー時刻せウドは不要です 。 . ："： 


おはようタイマー 


ストーブ停止中からのタイマーセット 
1. 運転キーを押してください。 


2•おはようタイマーキーを押してください。 _ 〈おはようタイマーランプ点灯〉 

攀おはようタイマーランプが点灯して、せット 15定温度 室_内温度 

完了です。 hi 

會デジタル表示部におはようタイマ-セット時刻_ _ 

が表示され、おはようタイマ-運転に入ります。 Q fXl 〇 Q 

•約5秒後に現在時刻表示にもどります。 1 ― 1 LJJ Jh 

癱合わせた時刻になると' タイマーセット前の運転 _分 \ 

モードで運転を開始します。 

_必ず彡イマーの乜ットを先におさなってください。. - : 

:•ミト：; ブ f 2か5おはようタイマ-をセットする塌合は、運転キ-を押してから5秒以内におはようタイ 
マーキーを押してくたさい。 

5杪以上経週すると 一 B 点火動作に入るため、燃焼用送風機が8分間回り続けます。 

. •»- •— -s-Uu ■- , m 出 . . . .... 1 , ■ ' ' .... * ! ■ ... 


i i m / / / j 

溫、 度/ 時^! * タィマ-運哮_ 

a i+J 


1 タイマー運転 


おはようおやすみ 


■おはようタイマーの解除 

おはようタイマーキーを押します。 

•おはようタイマーランプが消灯し、デジタル 
表示部;^温度表示に切〇変わります。 

_このままであれば自動的に燃焼を開始します。 
停止する場合は、運転キーを押してください。 


_ 〈おはようタイ マーランプ消灯〉 

設定温度 室内温度 


温、 度/時刻— タイマー運転 

rf l+J m ^ l m \ 


タイ▽-運転 


mw 邮すみ 


時 分 


_外'串:時なと:'.留守中:(こ燃焼！ s 華始穿态よラな'タイマーセツトは絶対しない： ox ださい 










■おやすみタイマー運転のセツト 

おやすみタイマーキーを押してください。 

參設定時間のおやすみタイマーランプが点灯 
し、設定時間経過後自動消火し、同時に 
デジタル表示部は CU \：\ FF ] となります。 


»1回押す 
2回押す 


1時間運転後自動消火 
2時間運転後自動消火 


一 く設定時間のおやすみタイマーランプが点灯〉 

—設定温度室内温度 ' 

—逼度/時 ？ L タイマ-運^^^^^^ 


日田 


設定時間麵 I 自動消火します c 


J 定温度 室内温度 


Ml H 

温度 / 時刻 タイマ"■通転 >— . 

0 (+] @ @ 園 


I おやすみタイマー運転の解除 

おやすみタイマーキーを押して、おやすみタイマーランプを消灯させてください。 

•この状態で、おはようタイマー運転され 〈おやすみタイマーランプ消灯〉 

ていない場合は燃焼が継続しますので' ■設定温度室内温度^^^ ~~~ 

消火するときは運転キ-を押してください。 I || 

―巧 5 /時 刻 与マ-^ 

日田 0 


1 . おやすみタイマーをセットし r ください《 
(ぼ12ページ） 

2. おはよろタイマーを t ツトしてください。 
( C ^ 11ページ） 


/設定時間のおやすみタイマーランプと \ 

はようタイマーランプ、運転ランプが点灯ノ 

段®®度 k 内温度 ； 

IllM 山 

日田@ w g || 


♦必ずおやすみタイマーのセットを先におこなってください。 

25ヂぅタイマ—のセットを先におこないますと、—巨消火して本体内部が冷えてからでないと、再点火でき 


お子様などによるいたすら操作の防止や、誤って運転キーを押しても点火しないよろにする機能です。 

■チャイルド□ツクのセツト 

チャイルド□ツクキーを3秒以内に3回押してください。 〈チャイルドロックランプ点灯〉_ 

•チャイルド □ツ クランプが点灯すると セツ ト完了です。 通:!設?？■■室内温^ 

籲運転中または停止巾でもチャイルド □ツク できます。 广’广 ’H 1 8罵 

■^圍 0 §/ @ 


I チヤイルドロックの解除 

再度、チヤイルド□ツクキーを3秒以内に3回押してください。 

. . .. . 

にチヤイルド□ツクをセツトすると、セツト中は運転停止（消火}操作以外は受け付けません。 
•停止中しチヤイルド□ツクをセツトすると、セツト中はすべての操作を受け付けません。 






■安全装置 


このストーブには次のような安全装置がついています。 , 

すべての安全装置は、異常が取り除かれても再度点火操作しなければ運転は停止したままです。 


::に'安全装.■置_ 

対震自動消火装置 

(1 E 3 I 表示） 


原因•作動結果_ 

•地震(約震度5以上)や強い衝撃 
を受けたとさは対震自動消火装 
置カヾ作動して自動的に消火しま 
す。 


占少宍今装置 ♦油切れ_点火ミス • 途中消火し 
mmimim たときに自動消火します。 

([〇 表示 •圆 表示） 


ぐ:：:,..:，.、ベ.... 処置 . .方‘ 法，..，-:-： : ; 

•地震によって作動した場合、周囲の可燃物、機器の 
損傷、油漏れ、給排気筒の外れなど異常がないこと 
を確認してから再点火してください。 


•「日常の点検.手入れ」（ぽ14〜17ベージ)をして 
から点火操作をしてください。 

処置しても繰り返しエラー表示が出るときは、—巨 
運転キーを〔停止〕にして■販売店に連絡してくださ 


參停電や電源プラグがコン iz ント •停電復帰(再通電)後デジタル表示部に1が表ホ 

停電安全装置2112澴は、すべての運 S 溫ぽ SI ，。 


過熱防止装置 

〔安全サーモスタツト〕 

(表示部全消灯） 


•温風空気取入□や温風吹出□が 
ほこりなどでふさがれたり、ス 
卜ーブ舖面に障害物があるなど 
して本体内部が週熱すると自動 
的に消火します。 


•温風空気取入□や温風吹出□の掃除をしてから再点 
火し r ください。（@16,17ページ） 

処置しても繰り返しエラー表示が出るときは、—旦 
運転キーを〔停止〕にし r 販売店に連絡してくださ 


その他の装置 


装置の名称 


排気管抜け検知装置 


再点火安全装置 


原因 • 作動結果 


>排気管の接続部が外れたり、排気管 
抜け検知用リード線が断線したとき 
には、安全装置が'作動し、エラー表 
示 mi を表示し、自動的に消火し 
ます。 

•排気管抜け検知装置に Tc よらず、 ： 
給排気筒や延長管を月に1度は点 
検しで < ださい。 


処置方法_ 1 

►原因を調べ、処置後点火操作をしてくださ 


排気□キャップ 


排気管抜け . 
検知用リード線 



給排気筒 


排気管抜け検知用リード線のゆるみまたは、 
外れ.断線がないか確認し r ください。 


>消火直後、本体内部が冷却しないう•本体内部が冷却するのを待つて(約1〇分)、 
ちに再点火操作をしても、一旦冷却 も〇—度点火操作をしてください。 

してからでないと燃焼しないように 
なって■います。 


•部屋の温度が 5( TC 以上になったと•ルームサーモ乜ンサの周囲を点検し、窓を 
室温異常ヒ昇防止装置きエラ—表示 H □を表示し、自動 あけ、部屋の換気をしてから、点火操作を 
一 的に消火します。 おこなっ r ください。 







画日常の点検•手入れ 

点検.手入れは、消火後ストーブが十分冷えてから' 必ず電源プラグをコン iz ントから抜いておこなってください ( 

•電気部品の分解や市販品との交換は絕対にしないでください。 

! •燃焼部の分解は絶対にしないでください。 


ストーブとストーブ周囲の点検（使用ごと） 


A 注意 I カーテンや燃えやすいものを近づけないでください„火災が発生するおそれがあります。 

I ほこりや污れをそのままにし r おきますと、油がしみたりして危険です。 

ス トーブは いつも清潔にして■ご使用ください。 

>1|油タンクやゴム製送油管 • 接合部および機器などからの灯油漏れ；^ないことを確認の上こ'使用くだ 
さい。 

. <■ -V /• . . 

•油漏れがある場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。 

.. / . . .. ... , • 

>ゴム製送油管は、屋外で使用しないでください。屋外での使用は禁止されています。 

屋内で3ム製送油管を使用しているときは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れカヾないか確認し、欠点がある 
ときは父換してください。交換のめやすは、3年に一度です。 ' 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと） 


»丨警告|給排気筒(管 • ホース)が外れたまま使用しないでください。 

外れていると運転中に排ガスが漏れ r 危険です。 

_ I A 醬告1 積雪が多いときには、給排気筒トツプの周りが雪でぶさがれていないことを確認してください。 
/及さか tir いるときは、除雪してください。閉そくしていると、運転中に排ガスが室内に漏れて危険です。 

►給排気筒およびトツプの周囲(こ障害物が置かれていないか、ときどき点椟してください。 

障害物が'置いてある場合は、移動してください。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトツプ周囲の点検 （ 1シーズン1〜2回） 


書給排気筒がつまると、不完全燃焼をおこします。 

シーズン初めには必ず点検し、くもが巣をつくったり異物が入ったりしてい 
るときは、必ず掃除してください。 

•給排気筒を一度取り外して、再び取り付けるときは、排気管の接続部内部に 
はめこんである〇リングが'破損していないか確かめてください。 

破損していた場合は、お買い求めの販売店に交換を依頼してください。 


給排気筒 


〇リング 
P 40 4種 D 


■屋内用油タンクを一例にして説明 

•油タンク内に水が'たまると' 水ゲージの灯油と水の境界面に赤色のフ 
□-卜が浮き上がります。 

1. フロー トの点検 

參フロー トが浮き上がっ r いたら水抜きをおこなってください。 

2. 水を抜く " ^ 

•水抜きノ X ルブの下に容器を置いて、水抜き•バルブを少しゆるめると 
油タンク内の水が出て、フ□一 卜が沈みます。 

水を抜いたら水抜きバルブを因く締めて•ください。 

•水抜き後は、油漏れ；びないか必ず確認してください。 

•油タンク内には、水やごみがたまりやすく、多くたまるとストーブ 
；の方へ流れ出し、灯油の流れを妨げて十分な火力が出なくなります。 
ときどき水ゲージの点検をおこなってください。 

※油タンクの仕様により確認方法が異なります。 


水ゲージ 


■ 


灯油 
フ〇-卜 
水 



水抜き 
パルプ 



部品交換のしかた 


Ip^Kifd 

酵:やル ■ _ I LI ■ | 

丨部品交換のと j 

消耗•劣化しやすい部品（交換が必要な部品) 

Sr 長期間の使用により消耗 •劣、 化しやすい部品睡 


叩口，一— 


p 本堯■な儀__は危険ですので、部品の交瘓、•調整が必要な_合には、.お買い求めの販売店 
:，又_修理資格者, im ) 日本 s 油燃焼機器保守塒会でおこなう技術管理講習会修夺芦(石油機器技 
'術管理土)など〕のいる販売店にこ'相談ください。 "*'； " . •ぐ.：ノ：'こ： 


〇リング 
パツキン類 


変質•不純灯油の使用により劣化しやすい部品 


定油面器•点火ヒータ（点火しん) 
ポツト バー ナ 


_保管(長期間使用しない場合） 

おしまいになるときは、日常の点検•手入れの項を参照し、次の要領で保管してください。 

_ _ _ _ _ _ ___ * -\ 

1. 電源プラグをコンセントから抜いてください。 

籲 I △ 注意 I 長期間使用しないときは、電源プラグを抜いてください。 

2. 油タンクの送油バルブを閉じてください。 

3. 対流用送風機の羽根、モータおよびガード（対流フアンガード）のほこりを掃除機などで取り 
除いてください。 0^16. 17ページ） 

4. 本体のごみやほこりを取り除いてください。 

•掃除機などでごみやほこりを取り除いてください。 __ 

5. オイルフィルタと定油面器内の灯油を抜き取つ r ください。 (ぽ巧ページ）_ 

6. 本体をしめらせた布で汚れを落してから、からぶきしてください。ペ-ジ） 

7. ストーブは据付けたまま保管してください。 

•温風吹出□や背面の対流用送風機のガード（対流フアンガード）にほこりなどがたまらないようにカバーをかけて 

ください。 メ _ 

•どうしても取り外して保管されるときは、ポリ袋をかぶせ' 乾燥した場所に横倒しにしないようおしまいくたさい。 
參次シーズンに据付けをおこなうときには' 必ずお買い求めの販売店に依頼してください。 

„ „ 〜„ .. .. . • ». ~ -■ X-~*. — * - •*"'••• - V ™ 

:•取扱明書ぢ大切 r 保管し r くだき jA 卜::." T —1. Lfi 帝..... : ..... : ............. 二]二:」: 


m 





型式の呼び 

FF -448 S (基本型式 FF -447 S ) 

FF -358 S (基本型式 FF -357 S ) 

種 類 

ポット式 • 強制給排気形 • 強制対流形 

点火 方式 

電気点火式 

使 m 

然 料 

灯油 （ JIS 1 号灯油） 

燃料消費量 

最大 

0.48 L/h 

0.39 L/h 

最小 

0.20 L/h 

0.20 L/h 

発熱量(入力） 

最大 

17,780 kJ/h 

14,440 kJ/h 

最小 

7,410 kJ/h 

7,410 kJ/h 

熱効率 

最大 

88.0 % 

87.0 % 

最小 

87.0 % 

84.7 % 

暖房出力 

最大 

4.36 kW 

3.49 kW 

最小 

1.79 kW 

1.74 kW 

標華適室 

温嗳地 

木 造 18 frf (11 畺)まで 

コンクリート 26.5 rrf (16 蜃)まで 

木 造 15 rrf ( 9 瞢)まで 

コンクリート 21.5 mf (13 畺)まで 

寒冷地 

木 造 20 nrf (12 罾)まで 

コンクリート 29.5 rrf (18 暨)まで 

木 造 15 rrf ( 9蜃)まで 

コンクリート 25 nrf (15 墨)まで 

外形寸法(置台を含む） 

高さ600 mm 幅500 mm 奥行324_ 

高さ 550 mm 幅41 5 mm 奥行302,5 mm 

質 量 

20 kg 

16 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 H 2 

定格消費電力 
50/60 HZ 

最大 90/89 W (点火初期に短時間発生） 
燃焼時39/29 W 

最大 90/89 W (点火初期に短時間発生） 

燃焼時38/28 W 

待機時消費電力 

1.7 W 

給排気筒の型式の呼び 

QU 4-3 

給排気筒の呼び柽 

D 40 

給排気筒の壁貫通部の孔侄 

075 mm 

排気 温度 

26 CTC 以下 

電流ヒューズ 

5 A 

安全装置 

対震自動消火装置’点火安全装置 • 燃焼制御装置 • 停電安全装置，過熱防止装置(安全サーモスタツト） 

その他の装置 

排気管抜け検知装置 • 再点火安全装置 • 室温異常上昇防止装置 

付属品 

給排気筒セツト1 • 工事説明書1 • 取扱説明書1 • 本体固定金具2_疆台1 • ゴム製送油管締付パンド2 


標準適室は、社団法人•日本ガス石油機器工業会の算定基準によります。 



































































電磁ポンプ ゴム製送油管 送油パルプ 


■保証期間が過ぎているときは 

參お買い求めの販売店にご相談ください，修理によって使用できる製品についてはお客様のご要望により有科泽理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石油ストーブの補修用性能部品（機能を維持するために必要な §] 品）の保苞朋間は製造打ち切り後7计です。 

■修理に出されるときは 

■輸送時や蓮搬時に定油面器内に灯油が残7ね衆まですと、傾きや振«で！0■油がこぼれることが袭りますの'^必す抜き取っ' 
でくだざい。： ■ :- . / 


秦本書の「故障.異常の見分け方と処置方法」18ページ）の項に従って調べても良くならないときは、電源プラクを抜いて 
お買い求めの販売店または、お近くのコロナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

春ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

參品名 

• 型式の呼び 

參ご住所 • ご氏名 • お電話番号 
• お買いあげ日 

參故障状況（できるだけ具体的に） 

•修理に際しては、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定に従って無料修理させ r いただきます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近くのコロナお客様ご相談窓□にお問い合わせください。 


拳このコロナ密閉式石油ス I -ーブには保証書がついています。「お買いあげ□•販売店名 j などの記入をお確かめのラえ' 販売店か 
らお受けとりになり、大切に保管し r ください。 

秦保証期間はお買いあげいただいた日から1年間です。 

籲次のよ〇な原因による故障および事故につきましては、保証の対象になりませんので注意してください。 

參変質灯油や不純灯油など、また灯油以外の燃料使用による故障や事故。 

參誤った使用方法による故障や事故。 














据付け•移設 


据付け • 移設工事は販売店に依頼する 


据付けや移設工事は販売店または設置業者に依頼して、お客様ご自身ではおこなわないでください。 


据付け場所の選定および標準据付け例 



据付け後の確認 


据付けが終わりましたら、も〇—度、工事説明書の「特に注意していただきたいこと（安全のために必ずお守りくだ 
さい）』をお読みになり、工事説明霤に記載されているとおり据付けられているか確認してください。 


試運転 


試運転は、販売店または据付(サ業者とごいっしょに必ずおこなってください。 

1.運転準備（咳= 7 . 8ページ） 

( D 油タンクに灯油 （ JIS 1号灯油）を給油してください。 

② 油タンクの送油八>ルブを閧いて、送油経路内の空気抜きをし r ください。 

③ ストーブ側面の水平器で、水平に設置されていることを確認し r ください。 

④ 定油面器リ t ットボタンを輊く押し r ください。 （ 8 ぺージ） 

⑤ ストーブの置台の上や送油管の接続部に、油のたまりや油漏れがないか確かめてください。 

⑥ 高地（標高500〜1500 m > で使用される場合は、空気が希薄なため調整が必要となります。 

(詳しくは、工事説明書の （高地で使用の場^) を参照し r ください。) 

® 電源プラグをコン12ントに差しこんでください。 

• I △注意1 電源プラグは、コン12ントに根元まで確実に差しこんでください。 


2 .運転（ぽ9 • 10ベージ） ^ 

①運転キーを押してください。 

♦運軺ランプが点灯し、約1分後に点火します。 

♦点火後5〜6分で対流用送風機がまわり温風が出ます。 


初めて使用するときは… 


•ストーブ内送油管に灯油が満たされていませんので、炎が立ち消えすることがあります。この場合は、 一 B 消火して 
冷めるのを待って•からもう一度点火してください。 

•而ヰ熱塗料などが焼けて煙とに;おいが出ることがあります。窓を開けて部屋の換気をしてください。 

( D 運転キーを神してください。 

參運転ランプが消灯し、約1〇分後に燃焼用送風機 • 対流用送風機が停止します。 
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TEL (0197)22-41 55(代表） 

丁0_(〇22)235—3181(代表） 
丁£し(022)783—1791《代表 
TEL 024)938-2240(« S ) 
TEL (023)642— 3255(代表） 
TEL 0234)31—0571( 代表5 


FAX (01 1)863-3154 
FAX (01 1)871-2000 
FAX (01 38)48-6080 
FAX (01 66)37-2338 
FAX (0155)35-7510 
FAX (01 54)24-0451 
FAX (01 57)26-2107 

FAX (01 7)742 - 8275 
FAX (01 7)743-1118 
FAX (01 8)864-8468 
FAX (01 8)864—5760 
FAX (01 78)45-4290 
FAX (01 78)71-1344 
FAX (01 72)28 —0191 
FAX (01 72)29 — 1133 
FAX (01 9)622-5244 
FAX (01 9)604 -0283 
FAX (01 97)22 — 4452 

FAX (022)236—8810 
FAX (022)783—1792 
FAX (024)938 - 3021 
FAX (023)642-3254 
FAX (0234)31-0581 


お客様ご相談窓口一覧表 


修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓□にご相談く 
ださい。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合が'ありますのでご了承ください。 


•アフタ^サービスのお問し、合わせは下記へどうぞ 

T □ナサービスセンター 

^ ^ ^ 携帯電話. phs 等からは 

(^01 20-91 9-302 最寄のサービスセンター 

^ (修理受付専用ダイヤル）へ直接お！！)、けください。 

FAX 01 20-919-322 

北海道.青森県.秋田県 ■ 岩手県のお客様は最寄のサービス 
センターへ直接おかけください。 
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